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2026年7月5日［日］－9月23日［水・祝］
なら歴史芸術文化村 
［滞在制作］
芸術文化体験棟3階 スタジオ301・302
9:00–17:00｜休館日：月曜日 *月曜日が祝日の場合は、翌平日が休館
*アーティストが不在の場合がありますが、期間中はいつでもスタジオの様子をご覧いただけます。
＿
主催：なら歴史芸術文化村
助成：一般財団法人地域創造
協力：奈良芸術短期大学



＿文
化
村
ク
リ
エ
イ
シ
ョン
は
、先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
う
ア
ー
ティ
ス
ト
を
招
へい
し
、

文
化
村
を
拠
点
に
制
作
・
発
表
を
行
う
な
か
で
、創
作
の
過
程
を
開
い
て
い
く
試
み
で
す
。

vol.8
と
な
る
今
回
は
、ア
ー
ティ
ス
ト
の
川
松
康
徳
を
迎
え
ま
す
。

川
松
は
国
内
外
で
の
多
く
の
展
覧
会
や
ア
ー
ティ
ス
ト
・イ
ン・レ
ジ
デ
ン
ス
で
の
制
作
に
お
い
て
、

お
も
に
リ
サ
ー
チ
や
取
材
を
も
と
に
架
空
の
物
語
を
創
作
し
、そ
こ
か
ら

テ
キ
ス
ト
や
映
像
を
用
い
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
ション
作
品
を
つ
く
り
あ
げ
ま
す
。

テ
ー
マ
に「
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
」を
挙
げ
る
川
松
は
、「
人
の
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
は

個
人
の
内
面
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、周
囲
の
人
々
や
取
り
巻
く
環
境
と
の

関
わ
り
の
中
に
も
存
在
す
る
」と
い
う
視
点
か
ら
、特
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
に
よ
る

他
者
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

奈
良
の「
薬
草
」と「
土
壁
」に
着
目
し
た
今
回
の
滞
在
制
作
で
は
、

ボ
ラ
ン
ティ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
リ
サ
ー
チ
や
取
材
・
制
作
・
対
話
な
ど
を
通
じ
て
協
働
し
な
が
ら
、

身
体
と
感
情
、人
間
と
社
会
と
いっ
た
関
係
を
見
つ
め
、捉
え
直
す
き
っ
か
け
と
な
る

演
劇
作
品「
粉
粉
と
黄
黄
」（
プ
ン
プ
ン
と
キ
キ
）を
制
作
・
上
演
し
ま
す
。＿私

た
ち
は
幸
運
に
も
、長
い
歴
史
を
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。も
ち
ろ
ん
完
璧
に
、で
は
な
い
け
れ
ど
、

何
百
年
も
前
に
作
ら
れ
た
も
の
を
見
て
、幾
百
年
も
続
く
技
術
に
触
れ
て
、

千
年
を
超
え
て
続
く
し
き
た
り
に
関
心
す
る
こ
と
も
で
き
る
。そ
の
長
さ
が
私
た
ち
を
支
え
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

自
由
と
い
う
少
し
生
意
気
な
気
分
で
、長
さ
の
重
さ
を
煩
わ
し
く
思
っ
た
り
も
す
る
。

奈
良
は
そ
の
重
さ
と
自
由
の
ど
ち
ら
も
が
存
在
で
き
る
場
所
で
す
。私
は
そ
の
長
く
て
重
た
い
も
の
の
中
か
ら
、

ふ
た
つ
の
も
の

―
「
薬
草
」と「
土
壁
」を
選
び
ま
し
た
。

仏
教
と
と
も
に
渡
来
し
た
医
薬
文
化
は
、の
ち
に
独
自
の
漢
方
へ
と
昇
華
し
て
い
き
ま
す
。

奈
良
は
そ
の
中
心
に
あ
り
ま
し
た
。今
回
の
滞
在
制
作
で
は
、こ
の
医
薬
文
化
を
支
え
る
薬
草
の
生
態
と
、

く
す
り
と
し
て
の
精
製
、処
方
と
い
う
概
念
を
通
じ
て
、植
物
と
人
の
や
り
と
り
に
含
ま
れ
る
密
や
か
な

「
交
換
可
能
性
」を
感
じ
ら
れ
る
作
品
を
作
り
た
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
土
壁
は
、

そ
の
交
換
可
能
性
を
表
す
デ
バ
イ
ス（
装
置
）の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、作
品
の
中
に
登
場
し
て
く
る
で
し
ょ
う
。

薬
草
と
い
う
と
率
直
に
、ケ
ア
や
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
と
結
び
つ
い
て
ヘル
シ
ー
な
表
現
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
も
実
際
は
、薬
草
た
ち
の
戦
略
に
ま
ん
ま
と
は
ま
っ
て
、

生
存
確
率
を
最
大
化
す
る
家
来
み
た
い
に
な
っ
て
い
る
ホ
ラ
ー
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
現
実
を
考
え
て
纏
め
て
し
ま
う
よ
り
も
、捉
え
ら
れ
な
く
て
も
い
い
と
思
え
る
態
度
が
、

現
実
を
動
か
し
て
く
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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＿

◎関連企画
*すべて予約不要・無料

＿

参考作品展示：2026年度滞在アーティスト紹介
＿

6月23日［火］–9月23日［水・祝］ （月曜日休館 *9月21日［月・祝］は開館）

場所：なら歴史芸術文化村 芸術文化体験棟3階 スタジオ304
文化村クリエイションや川松についてご紹介する展覧会を開催します。
※会期中、会場の変更や作品の追加があります。

＿

アーティストトーク：川松康徳
＿

8月11日［火・祝］15:00–（90分程度）

場所：なら歴史芸術文化村 芸術文化体験棟3階 交流ラウンジ
これまでの川松の制作・活動の紹介とともに、現在に奈良で進めている
リサーチの様子や、そこから創作を進めている演劇作品「粉粉と黄黄」の
構想などについてお話しいたきます。

＿

『粉粉と黄黄』シナリオ読書会
＿

9月5日［土］15:00–（75分程度）

場所：なら歴史芸術文化村 芸術文化体験棟3階 交流ラウンジ
「粉粉と黄黄」のブラッシュアップに向けて、川松の散文的に構成された
プロット（断片的な物語）の朗読を通して、参加者のみなさんを交えた
意見交換を行います。

＿

◎成果発表 ｜ 演劇公演
*各終演後にはアフタートーク（20分程度）を行います。

＿

粉粉と黄黄
＿

9月19日［土］15:00–
（開場14:45・上演45分程度／定員15名先着順・無料）

会場：Art-Space TARN　
632-0016 奈良県天理市川原城町326-1（天理市本通り商店街内）
アクセス：JR・近鉄天理駅より天理本通り商店街を通り徒歩7分
＿

9月20日［日］

9月21日［月・祝］

9月22日［火・祝］

各回とも10:30–（開場10:15・上演45分程度／予約不要・無料）

会場：なら歴史芸術文化村 芸術文化体験棟地下1階 文化村ホール
632-0032 奈良県天理市杣之内町437-3
アクセス：JR・近鉄天理駅より直行デマンドシャトル運行（有料）・
奈良交通バス「勾田（まがた）」下車 徒歩15分

お問合せ：TEL＝0743-86-4420（代表）
WEB＝https://www.pref.nara.lg.jp/site/bunkamura/
最新情報は文化村ホームページやSNSをご確認ください。 Ph
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1
9
8
4
年
生
ま
れ
、群
馬
県
を
拠
点
に
活
動
。

記
憶
を
主
要
な
モ
チ
ー
フ
に
、身
体
的
・
文
化
的
な
バ
イ
ア
ス
か
ら

ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
を
解
き
放
ち
、自
己
が
他
者
の
中
へ
と
開
か
れ
る

「
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
の
分
有
」を
目
指
す
。 ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
手
法
を
用
い
、移
民
や
失
踪
者
家
族
、国
籍
不
特
定
者
な
ど
、

ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
に
葛
藤
を
抱
え
る
人
々
の
記
憶
に
焦
点
を
当
て
る
。

語
り
の
中
に
現
れ
る
ヴィ
ジョン
や
振
る
舞
い
を
追
跡
し
、そ
の
過
程
を

「
他
者
の
中
に
自
己
を
開
く
」プ
ロ
セ
ス
と
し
て
具
体
化
し
て
き
た
。

近
年
は
、そ
の
過
程
で
見
出
し
た
設
定
か
ら
架
空
の
シ
ナ
リ
オ
を
執
筆
。

登
場
人
物
の
意
識
の
揺
ら
ぎ
や
、そ
れ
が
内
面
化
さ
れ
る

ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
を
示
す
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョン
を
制
作
し
て
い
る
。

主
な
展
覧
会
に
、都
美
セ
レ
ク
ション
グ
ル
ー
プ
展2026

「BBBdabada

」

（2026

｜
東
京
都
美
術
館
）、「BodyBuddyBaby

」（2024

｜
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
）、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
立
東
洋
美
術
館
共
催
個
展「N

A
R

R
AT

IV
ISU

A
L

:V

」

（2024

｜
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
）、M

A
C

BA

（2024

｜
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
現
代
美
術
館
）、

「K
YO

T
O

 ST
EA

M
 2022

」（2022

｜
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
）な
ど
。

天理駅から文化村への移動は、
天理⇆なら歴史芸術文化村の直行デマンドシャトル（1名300円／ 1乗車）をご利用ください。
電話予約：050-2018-0107  *Art-Space TARNに停留所はありません。天理駅からご乗車ください。

アプリ予約： なら歴史芸術
文化村
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